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観測准ケット研究連絡会の概麗

下　村　潤　二　朗

　観測Ptケット研究連絡会（略称ロ研連）は，・文字通り

観測Pケットの研究試作を1957年の観測年までに完成

するため必要な研究連絡と促進をはカ1るたや設けられた

委員会で，その設立翻と現在の活動状況ek次の通り．

である．

　A．　口研連設立経過

　すでに別項で詳述きれているように，国際地球観測年

の調画は・・3年6肋i・・ssel会議と・53年8肋

Toronto会議および54年9月のRome会議で論議がつ

くされ，その結果，国際地球観測年の努力が，何よりも

先に高層大気に向けらる察きであること炉決議された．

従って高層観測にロケットを用いることは最も望ましい

こととされ，できれば全世界各国が同様観測を実施する

よう要請された・

　日本は，国際地球観測年の観測実施上きわめて重要な

位置を占醐Rome会議に出席した永凪前田両博士も

ロケットによる観測は必須の事業として，決意を新たに

して帰国された．

　55年1月，文部省は，・生研がAVSA研究班を組織

し，Aeropause　Flightの研究，すなわちロケットによる

輸送機の研究を行っていることを知り・日本で研究試作

されたVケヅトが国際地球観測に使用できるならば，国

際地球観測という国際的な責務を果すばかりでなく，わ

が国の科学振興にも役立つという一石二鳥の考えから，

観測・ケ。ト研究めことを生研に持ちこんだ・

　AVSA研究班は，もともと長期的計画を立てて，　P

ケヅトの研究を進めていたが，その研究過程は，時間的

にスピードアップされる他は，ほとんど一一faするので，

全力を挙げて，これに協力することを承諾した．

　AVSA研究班は，これまでにもすでに20回余りの研

究会を開き，研究討議を重ねていたが，問題が一時に膨

脹し，観測技術，試翔実施場所，諸材料入手等の問題に

ついて，部外の学識経験者の協力を求め，あるいは密接

な研究連絡を行って，限られた時間の荷重を克服しなけ

ればならない責任が生じ，隔週に1回開催していたAV

SA研究会の他に，ロ研連設立の必要を感じ，これに着

手した．

　B．　口研連の活動状況

　ロ研連は，55年4月26日，その設立総会を生研で開

催した．かねて委員就任を依頼しておいた人々の賛成承

諾を得て，その第一歩を踏み出した．設立総会Q当日

CS’星合生研所長が・・鞭委員長と耳・全般的嫉

拶があり，まfc，国際地球観測年特別委員会委員長長斧

川万吉博士からも全般的な擦拶と要望が述べられ，隼研

糸川教授；東大理学部永田教授がらは，それぞれ，観淵

Vケットの研究経過報告と国際地球観測年の概要につい

て翻鮪われた澗題が麟的鍾琴学術問題である

ことと7Pヶ。研究力㍉齢めてgyい確であるた

め，出席者からも熱醜質問と意見が述づられた・、ま

た・・研連の中をそれぞれ・暫職術の端力’b1）°

ケ。トエγジyおよび燃料2）機捧3）T・1・m・te「挙

よびtracking　4）P．’1．（観測機器）　5）試翔実験に

分けて，随時に，それぞれの部会，小委員会を開くこと

を定めた．

　P研連総会は，その後5月26日に第2回総会が開か

れ，今後少くとも月1回のテソポで開催されていくはず

である．第2回総会では，海上保安庁の関係官の出席も

あって，試翔実施場所の選定に話題の花を咲かせた．観

測Pt・tf。ト完成のための半分は，試翔実験にあり・それ

には現在実験したPencil号から，目標とするω号まで

が，一貫した計画で実施されるものであるため・open

testは，できれば一定の場所が望ましい．しかし四つ

の島に帳られた日本が狭いば赤りでなく，日米行政協定

によって，日本が優先的に，かつ自由に使用しうる好適

の場所は，なかなか求めがたい．かつω号が行動する

範囲を十分に確保するためには，半径．80kmで準いた

半円の面樟に相当する撫洋を持つ陸上奉地を求めなけれ

ばならないし，ω号は高度100kmに到達する計画であ

るから，その上空が定期航空路に当る場所は，これを避

けなければならないなど，実際に探すとなると，いろい

ろな条件に制約されることになる．さいわい，ロ研連で

の討議は，目下発展して，文部省が関係各省に呼びかけ

て，適当な地域を選定中である・

　C．　口研連の組織と委員

　ここにPt研連設立総会に諮って承認された規程と，同

研究連絡会の委員名簿を掲げる．委員は，必要に応じて

今後も増加することであろうしジまた，この名簿には，

載らなくとも，文部省の関係官や国際地球観測年特別委

員長は，常に出席されて，助言と協力を悟しまないこと

　になっている．　（1955．6．14）
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　以下規程と委員名簿を登載する，

　　　　　観測mケツト研究連絡会規程

　　第1章　総　　　則

第1条この会は，観測”ケ。ト研究連絡会と称L，本

　部を千葉市彌生町1番地　東京大学生産技術研究所内

　に置く、

　　第2章　目的及び実施事項

第2条この会は・第3回国際地球観測年（1957年7

　月より1958年12月までの期間）において使用しよ

　うとする観測Pケットを発成するために必要な研究連

　絡を図ることを目的とする．

第3条　この会は・前条の目的を逮成するために，次の

事項を実施する．

1・観測ロケット及び測定器を含む附属装置の研究，
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試作及び製作に関する連絡調整

　　第3章

第4条

　委員長，幹事及び委員

第5条委員長は・東京大学生産按術研究所畏をもって

　これに充てる，

　委員及び幹事は，委員長が委嘱する．

　幹事は，委員の内から委嘱する．

第6条　委員長は，会務を総理する．

　幹事は，委員長を補佐し，会務の連絡及び実施に当る

　　第4章会　　　議

第7条　この会は目的達成のため必要な総会を開催する

ほか・特別の事項又は専門事卿こついては適宜，小委

　員会，専門委員会等を設けてこれを遂行させることが

　できる．

第8条　前条の会議は，委員長が必要に応じ随時これを

　招集する．

　　附　　　　則

第9条　この規程に窟めるもののほか，この会の運営の

観測官ケットの試翔実施に関する連絡調整

その他目的達成のために必要な事項

　　組織及び構成

　この会の構成員は，次の通りとする．

　　　　　　　　　　　　　　生　産　研　究

細目に関し必要な事項は，委員長がこれを定める．

東大工学部

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃
東大理工研

　　〃

　　〃
東京工大　窯業研究所

運輸省　航　空　局
東大理学部

電波研究所

中央気象台

京大工1学部

東京天文台

海上保安庁水路部

　　　〃

　　　〃
富土精密工業（株）

∴藩砧三三電千越恥幸憲正院周良康

－。

木　　昇ビ幹事）

井　…善　三　郎

鈴木彌孝幹事）
　　　（順序不同）

東京大学生産技術研究所報告第5巻第1号予告

　　　　　　　　　　　　　　　　丸安隆和・水野俊一著

　　　　「現場においてコソクリーtトの配合設計を行う場合目標とする平均強度の取り方について」

　本報告は，現場で造られるコyクリートの配合をより合理的なものにしようとする意図のもとに，配合を決め

る基となる・ソクリートの強度をどのよう1こして決めるのがよいかということを示したものである．

　まず土木学会制定のコソクリート標準示方書に規定されている方法に検討を加え，つぎに，現場で強度試験

をした結果が満すべきものとし硯酪方面で用いられてい磁個の条件について考案を行。た．最後に，目標

とすべき平均強度のとりかたについて記述し，さらに，現場における試験結果を示してある．
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